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６ 月
定例会

　令和７年6月10日から12日までの3日間、村の重要な方針を決定する第２回の定例議
会（※①）が開催されました。
　村長から提出された報告2件、承認2件、そして議案13件の合計17件すべてが、出席
した議員全員の賛成で可決・承認されました。

＊主な決定事項＊
（１）新しい学校の名称が「五木学園」に！

　令和8年4月に開校が予定されている小中一貫の「義務教育学校」（※②）を設置する
ための条例が新たに制定されました。これに伴い、学校の正式名称が「五木学園」に
決定しました。

（２）村長および教育長の給与が変わりました。
　村の代表である村長と、教育部門の責任者である教育長の給与が、以下のように
改定されました。
　村　長　　月額　774,000円
　教育長　　月額　573,000円

（３）新教育委員の就任
　村の教育に関する方針決定に関わる教育委員として、新たに松井 恵美さんが就任
することに議会が同意しました。

＊今後の審議事項＊
　准看護学院への支援に関する請願
　人吉・球磨地域の医師会から、「地域の看護師を育てる准看護学院への支援をさ
らに強化してほしい」という請願（※③）が提出されましたので、これは専門的な内
容を含むため、総務常任委員会で詳しく調査・審議されることになりました。

■用語説明　※①定例議会…３月・６月・９月・12月に必ず行われる議会のこと
　　　　　　※②義務教育学校…小中学校を合わせた学校のこと
　　　　　　※③請願…議員の紹介による正式な要望のこと

「五木学園」と義務教育
学校の名称が決まる
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西
村
久
徳
議
員

「
村
の
振
興
策
は
？
」

「
振
興
計
画
を

中
心
に
振
興
を
目
指

す
」

急
速
な
過
疎
高
齢
化

に
よ
り
集
落
消
滅
の
危
機
感

が
あ
る
。
村
長
の
現
状
認
識

と
今
後
の
振
興
策
は
。流

水
型

ダ
ム
を
前
提
と
し
た
「
ひ
か

り
輝
く
新
た
な
五
木
村
振
興

計
画
」
を
推
進
し
、
基
盤
整

備
に
よ
る
企
業
誘
致
や
雇
用

創
出
で
不
安
を
払
拭
し
た
い
。

高
齢
者
が
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
モ
デ
ル
的
な
地

域
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
防

災
・
害
獣
の
温
床
と
な
る
空

き
家
の
抜
本
的
な
対
策
は
。

高
齢
者

福
祉
に
つ
い
て
は
、
買
い
物

支
援
や
介
護
施
設
の
検
討
を

進
め
て
い
る
。
空
き
家
は
調

査
済
み
で
あ
り
、
危
険
な
物

件
は
除
去
支
援
を
、
利
用
可

能
な
物
件
は
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
を
活
用
し
移
住
定
住
に

繋
げ
る
。村

の
基
幹
産
業
で
あ

る
林
業
の
将
来
的
な
見
通
し

と
、
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
仕
事
に
す
る
た
め
の
方
策

は
。

林
業
は

国
の
施
策
と
連
携
し
、
Ｊ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
や
林
業

大
学
校
と
の
連
携
で
担
い
手

を
育
成
し
、
村
の
財
産
で
あ

る
森
林
を
守
り
活
か
す
。

早
田
吉
臣
議
員

「
10
年
後
を
見
据
え
た

将
来
像
と
若
者
定
住

策
は
」「

基
盤
整
備
を

進
め
林
大
卒
業
生
な

ど
の
若
者
の
定
住
を

促
進
し
た
い
」

村
長
の
10
年
、
20
年

後
を
見
据
え
た
村
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
や
点
在
す
る
集

落
の
将
来
像
や
、
若
者
世
代

を
増
や
す
具
体
策
は
。

将
来
像
と
し
て
、
中

心
部
へ
の
機
能
集
約
（
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
）
も
視
野
に

入
れ
つ
つ
、
基
盤
整
備
を
進

め
若
者
が
働
け
る
職
場
を
創

出
し
た
い
。

行
政
座
談
会
で
出
た

意
見
や
、
参
加
で
き
な
い
住

民
の
「
声
な
き
声
」
を
政
策

に
反
映
す
る
た
め
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
て
は
。

「
声
な
き
声
」
に
つ

い
て
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
双
方

向
通
信
機
能
の
活
用
を
検
討

す
る
。

村
営
住
宅
の
現
代
の

生
活
様
式
に
合
わ
せ
た
改
修

（
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）
や
、
林

業
大
学
校
卒
業
生
の
村
内
就

業
を
促
す
具
体
策
は
。

村
営
住
宅
の
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
定
住
促
進
に

繋
が
る
仕
組
み
も
検
討
課
題

と
し
た
い
。
ま
た
林
業
大
学

校
に
つ
い
て
は
、
機
能
拡
充

に
期
待
し
て
お
り
、
卒
業
生

が
定
住
で
き
る
よ
う
村
と
し

て
も
し
っ
か
り
対
応
し
て
い

く
。中

村
俊
也
議
員

「
ア
ナ
グ
マ
や
ヤ
マ
ビ

ル
へ
の
対
策
は
」「

箱

ワ
ナ
へ
の
補
助
や
ヤ

マ
ビ
ル
対
策
を
検
討

し
た
い
」

農
作
物
や
家
屋
に
被

害
を
及
ぼ
す
ア
ナ
グ
マ
等
の

小
型
鳥
獣
に
つ
い
て
、
現
状

と
対
策
は
。
ま
た
狩
猟
免
許

を
持
た
な
い
高
齢
者
で
も
対

策
が
で
き
る
よ
う
、
箱
ワ
ナ

購
入
へ
の
補
助
の
考
え
は
な

い
か
。

ア
ナ
グ
マ

等
の
小
型
鳥
獣
は
狩
猟
免
許

を
持
つ
駆
除
隊
が
対
応
し
て

お
り
、
箱
ワ
ナ
の
補
助
に
つ

い
て
は
今
後
、
鳥
獣
被
害
防

止
対
策
協
議
会
で
検
討
す
る
。

住
民
に
精
神
的
苦
痛

を
与
え
て
い
る
ヤ
マ
ビ
ル
の

駆
除
や
、
観
光
客
へ
の
注
意

喚
起
は
。

ヤ
マ
ビ
ル

の
全
村
一
斉
駆
除
は
困
難
だ

が
、
大
滝
公
園
で
薬
剤
散
布

を
試
験
的
に
実
施
し
て
お
り
、

今
後
、
公
共
施
設
で
の
対
策

や
注
意
喚
起
を
検
討
す
る
。

枡
形
山
の
登
山
道
の

安
全
管
理
状
況
は
。枡

形
山
登

山
道
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
入
口
の
草
払

い
や
標
識
確
認
は
行
っ
て
い

る
が
、
大
々
的
な
歩
道
整
備

は
実
施
し
て
い
な
い
。

議
員

議
員

村
長

村
長

村
長

産
業
振
興
課
長

村
長

村
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

村
長

村
長

担
当
課
長

担
当
課
長

担
当
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

一般質問（令和7年 6月定例会）

村
長

議
員

五木で学ぶ林業大学生
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令和７年　第 3 回臨時会
議長・副議長が決まる
　第3回五木村臨時議会が８月５日の１日間の日程で開かれ、議案として監査委員の選任１件が
上程されました。
　今回の臨時会は７月６日に執行された村議会議員選挙後の最初の議会となり、まず議員の仮議
席の指定をした後、議長・副議長の選挙を行いました。
　議長の選挙は、投票の結果、早田吉臣議員が議長に当選し、副議長の選挙では議長の指名推薦
により田山淳士議員が当選しました。
　その後各常任委員会の委員の選任、議会運営委員会の委員の選任、広報委員会委員の選任のほ
か人吉球磨広域行政組合議会議員や人吉下球磨消防組合議会議員の選挙を行いました。
　各常任委員会委員では総務常任委員会委員に中村俊也委員長他3名、経済常任委員会委員に西
村久徳委員長他３名を選任しました。
　また議会運営委員会委員には中村俊也委員長他３名。広報委員会委員では黒木一秀委員長他3
名をそれぞれ選任しました。
　人吉球磨広域行政組合議会議員には西村久徳議員と園田久議員を、人吉下球磨消防組合議会議
員には中村俊也議員を選出しました。
　今回議案として上程された監査委員の選任は、議会選出の監査委員の任期満了に伴うもので監
査委員として豊永勝彦議員を選任しました。

五　木　村　議　会　構　成
議長 副議長 議員任期：令和7年8月4日～令和11年8月3日

早　田　吉　臣 田　山　淳　士
◎：委員長　○：副委員長

総務常任委員会委員
◎ 中　村　俊　也 ○ 黒　木　一　秀 早　田　吉　臣 豊　永　勝　彦

経済常任委員会委員
◎ 西　村　久　徳 ○ 中　村　弘　信 田　山　淳　士 園　田　　　久

議会運営委員会委員
◎ 中　村　俊　也 ○ 西　村　久　徳 田　山　淳　士 黒　木　一　秀

広報委員会委員
◎ 黒　木　一　秀 ○ 園　田　　　久 中　村　弘　信 豊　永　勝　彦

人吉球磨広域行政組合議会議員 人吉下球磨消防組合議会議員 （議選）監査委員
西　村　久　徳 園　田　　　久 中　村　俊　也 豊　永　勝　彦
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９ 月
定例会

　令和７年第３回定例会が９月10日から12日まで開催。報告２件、人事案件１件、条
例等の一部改正１件、補正予算５件、決算認定審査10件の合計19件が上程されました。
　報告は令和６年度財政健全判断比率、令和６年度公営企業資金不足比率については監
査委員の意見を付して報告されました。
　人事案件は、教育委員に山本豊氏の再任を承認しました。
　条例改正の「職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休暇等に関する条
例の一部改正」は、育児時間の取得パターンの多様化、仕事と育児の両立支援制度の利
用に関する職員の意向確認等勤務環境の整備をおこなうため改正されました。
　令和６年度決算認定は、決算審査特別委員会を設置。委員長に田山議員、副委員長に
黒木議員を選出して審議することを決定しました。
　また、川辺川ダムおよび五木村の再建を審議する場として「川辺川ダム対策再建特別
委員会」が設置され、委員長に田山議員、副委員長に西村議員を選任しました。
　このほかに6月定例会で総務常任委員会に付託されていた「人吉球磨准看護学院へのさ
らなる支援について」の請願については、中村俊也総務常任委員長から報告を受け、全
会一致で「趣旨採択」しました。

一般会計補正予算に
1億2,340万8千円を追加、

総額42億3,743万7千円とする
補正予算を可決

【一般会計補正の主なもの】
総務費
企業誘致に伴う関連調査業務委託料　550万円

民生費
高齢者住宅バリアフリー化リフォーム補助金　50万円

衛生費
保健福祉総合センター修繕料　91万1千円
地区簡易給水施設（山口・竹の川）修繕料　166万4千円

商工費
温泉施設新築設計業務委託料　800万円

消防費
デジタル防災行政無線非常用蓄電池更新工事　983万9千円
Ｊアラート受信機更新業務委託料　440万円

災害復旧費
林道災害復旧費　3,000万円 
村道災害復旧費　3,110万円

特別委員会編成
決算認定審査特別委員会
委 員 長 田　山　淳　士
副委員長 黒　木　一　秀
委　　員 全　議　員

川辺川ダム対策再建
特別委員会

委 員 長 田　山　淳　士
副委員長 西　村　久　徳
委　　員 全　議　員
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―　第３回定例会　議案審議の結果　―
賛成…〇　反対…×　欠席…欠

議　　　　　案　　　　　名
田
山
淳
士

黒
木
一
秀

西
村
久
徳

中
村
弘
信

園
田　

久

中
村
俊
也

豊
永
勝
彦

審議結果

議案
第４４号 教育委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

全員賛成

議案
第４５号

職員の育児休業等に関する条例及び職員
の勤務時間休暇等に関する条例の一部改
正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
全員賛成

議案
第４６号

令和７年度五木村一般会計補正予算（第２
号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第４７号

令和７年度五木村ダム対策事業特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第４８号

令和７年度五木村介護保険特別会計補正
予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第４９号

令和７年度五木村情報通信事業特別会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

議案
第５０号

令和７年度五木村簡易水道事業企業会計
補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

村道葛ノ八重線災害現場

新しく建築される温泉館のイメージ図
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村政
を
問う
一般質問

都市と山村の格差是正に力を
木下村長　振興計画に基づいて着実に進める。

都
市
と
山
村
の
格
差

是
正
に
つ
い
て

日
本
は
戦
後
80
年
を
迎
え

時
代
は
大
き
く
進
み
変
化
し
て
き

た
。
国
民
の
勤
勉
と
努
力
に
よ
っ

て
豊
か
で
平
和
な
国
と
な
り
、
五

木
村
の
山
村
に
お
い
て
テ
レ
ビ
等

で
世
界
中
の
出
来
事
が
わ
か
る
よ

う
に
文
明
が
開
か
れ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
の
進
展
と
と
も

に
ひ
ず
み
も
出
て
い
る
。
特
に
若

者
が
都
会
へ
流
れ
農
山
村
は
高
齢

化
と
過
疎
化
が
急
速
に
進
み
、
村

の
存
亡
が
危
ぶ
ま
れ
る
現
状
だ
。

若
い
人
を
呼
び
込
む
対
策
は
。

若
者
が
集
ま
る
〝
ひ
か
り

輝
く
〞
新
た
な
五
木
を
作
る
基
本

理
念
を
掲
げ
て
い
る
。
村
内
外
の

方
が
ヤ
マ
メ
や
う
な
ぎ
の
養
殖
、

キ
ャ
ン
プ
場
も
や
っ
て
い
る
。

林
業
振
興
に
つ
い
て

五
木
村
は
96
％
が
山
林

だ
。
先
人
た
ち
が
こ
の
膨
大
な
山

林
を
立
派
に
育
て
て
き
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
さ
ら
に
立
派
に
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

に
は
山
を
育
て
る
若
者
が
必
要
だ

が
、
そ
の
人
材
確
保
は
ど
う
か
。

林
業
は
国

土
保
全
面
で
国
・
県
も
強
力
に
進

め
て
い
る
。人
材
確
保
の
方
法
と

し
て
ネ
パ
ー
ル
か
ら
２
人
の
実
習

生
が
３
年
間
の
予
定
で
今
年
か
ら

入
っ
て
い
る
。

県
道
宮
原
五
木
線
の

根
本
的
な
改
良
に
つ

い
て

こ
の
県
道
は
、五
木
村
の

主
要
道
と
し
て
最
重
要
な
県
道

だ
。去
る
8
月
八
代
人
吉
間
が
通

行
止
め
と
な
り
、宮
原
五
木
線
が

大
活
躍
し
た
。本
格
的
な
改
良
は

い
つ
頃
か
。

村
民
か
ら
も
要
望
が
あ

り
、県
も
近
い
う
ち
説
明
を
す
る

と
聞
い
て
い
る
。

小
中
学
校
一
貫
教
育

に
つ
い
て

い
よ
い
よ
来
年
度
か
ら
一

貫
教
育
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
村

民
の
中
に
は
１
５
０
年
の
歴
史
と

伝
統
あ
る
母
校
、東
小
学
校
が
な

く
な
る
こ
と
は
実
に
寂
し
い
、複

雑
な
気
持
ち
を
持
つ
方
も
い
る
。

し
か
も
３
３
３
４
名
の
方
が
学
び

立
ち
愛
着
の
あ
る
母
校
で
あ
る
。

住
民
に
よ
く
説
明
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

基
本
的
に

説
明
会
は
開
催
し
て
い
な
い
が
、

地
域
座
談
会
の
中
で
説
明
し
て
い

る
。

一
貫
教
育
は
子
供
が
少
な

い
か
ら
、他
の
市
町
村
が
や
る
か

ら
や
る
の
か
。現

在
、
小
中
合
わ
せ

て
32
名
。
小
規
模
で
効
果
が
上

が
る
手
段
と
し
て
小
中
一
貫
教

育
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。

現
在
の
校
舎
の
利
活
用
は

ど
う
す
る
の
か
。五
木
村
の
活
性

化
に
最
大
限
寄
与
す
る
取
り
組
み

は
な
い
か
。

現
在
、
庁
内
で
色
々

と
検
討
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て

最
近
各
地
で
窃
盗
・
殺
人

と
多
発
し
て
い
る
。
田
舎
だ
か
ら

と
言
っ
て
油
断
は
で
き
な
い
。
カ

メ
ラ
の
設
置
の
助
成
は
ど
う
か
。

近
々
、
そ

の
よ
う
な
助
成
も
考
え
て
い
る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

村
長

村
長

土
肥
博
司
産
業
振
興
課
長

山
尾
浩
二
教
育
課
長

教
育
長

教
育
課
長

議
員

西村 久徳 議員

竹
村
文
秀
総
務
課
長

利活用を検討する五木東小学校
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川
辺
川
の
流
水
型
ダ
ム
に

つ
い
て
ど
う
考
え
認
識
を
持
っ
て

い
る
か
。平

成
20
年
の
蒲
島
知
事
の

ダ
ム
白
紙
撤
回
か
ら
令
和
2
年
の

大
災
害
ま
で
、
球
磨
川
全
体
の
河

川
整
備
計
画
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
が
、
今
回
流
水
型
ダ
ム
を
作
る

こ
と
で
河
川
整
備
計
画
が
策
定
さ

れ
、
五
木
村
の
安
全
安
心
を
進
め

て
い
た
だ
く
と
認
識
し
て
い
る
。

流
水
型
ダ
ム
を
前
提
と
し

た
村
づ
く
り
を
表
明
さ
れ
た
が
、

村
民
の
意
見
を
聞
く
機
会
、
丁
寧

な
説
明
が
必
要
で
な
か
っ
た
か
。

表
明
は
時
期
尚
早
で
な
か
っ
た
か
。

令
和
５
年
度
に
新
た
な
五

木
村
振
興
計
画
を
策
定
し
、
早
く

し
な
い
と
前
に
進
ま
な
い
と
い
う

危
機
感
が
あ
っ
た
。
県
が
財
源
の

支
援
等
も
明
言
し
た
の
で
総
合
的

に
判
断
し
た
。
時
を
得
た
判
断
だ

と
思
っ
て
い
る
。

流
域
の
安
全
安
心
を
守
る

た
め
に
は
ダ
ム
は
ど
う
し
て
も
必

要
、
他
に
方
法
は
な
い
と
考
え
て

い
る
の
か
。ダ

ム
以
外
で
洪
水
を
防
げ

る
と
い
う
知
見
は
持
っ
て
い
な
い
。

災
害
に
直
結
し
た
も
の
に
つ
い
て

ダ
ム
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
清
流
川
辺
川
を
将
来

に
残
し
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

清
流
川
辺
川
を
未
来
へ
残
し
て
い

こ
う
と
い
う
こ
と
は
同
感

で
あ
る
。
国
・
県
に
も
お
願
い
し

な
が
ら
努
め
て
い
き
た
い
。

ひ
か
り
輝
く
新
た
な

五
木
村
新
興
計
画
に

つ
い
てひ

か
り
輝
く
五
木
村
に
す

る
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
方
々
を

始
め
地
域
の
人
た
ち
の
声
を
地
域

に
入
っ
て
、
き
め
細
や
か
に
聞
く

こ
と
。
そ
れ
を
少
し
で
も
振
興
計

画
に
取
り
入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

区
長
会
で
地
元
の
声
や
意

見
を
届
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
努

め
て
い
る
。
高
齢
者
の
方
や
一
人

暮
ら
し
の
方
等
が
不
便
な
く
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
協
議

会
等
か
ら
意
見
も
も
ら
い
取
り
組

ん
で
い
る
。移

動
販
売
事
業
を
展
開
す

る
に
あ
た
っ
て
は
地
域
の
商
店
を

活
用
し
た
移
動
販
売
、
取
り
組
み

を
検
討
し
て
い
く
の
か
。地

域
か
ら

の
要
望
を
踏
ま
え
て
、
実
証
実
験

と
し
て
変
更
し
な
が
ら
利
用
し
や

す
い
よ
う
に
し
て
い
く
。

人
吉
球
磨
管
内
へ
の
通
院

タ
ク
シ
ー
の
助
成
は
考
え
ら
れ
な

い
か
。

村
外
へ
の

通
院
に
つ
い
て
は
、
今
後
高
齢
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
も
含
め
て
、

利
用
し
や
す
い
交
通
体
系
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。

安
全
安
心
な
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て

県
道
久
連
子
落
合
線
は
重

要
な
生
活
道
路
で
あ
る
が
、
改
良

が
進
ん
で
い
な
い
。
早
急
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
県
に
強
く

要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

地
元
か
ら
は
特
に
離
合
箇

所
を
整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
が
あ
っ
た
。
振
興
局
で
は
4
カ

所
の
整
備
を
計
画
し
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。高

齢
化
、
人
口
減
少
に
よ

り
地
域
の
給
水
施
設
の
維
持
管
理

が
難
し
く
な
る
場
合
も
あ
り
、
将

来
ど
う
し
て
い
く
の
か
。給

水
施
設

に
つ
い
て
は
施
設
の
老
朽
化
も
併

せ
て
、
高
齢
化
で
も
管
理
し
や
す

い
よ
う
な
施
設
に
改
良
・
改
修
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
に
応
え
て
い

き
た
い
。

山
村
留
学
に
つ
い
て

山
村
留
学
に
つ
い
て
教
育

委
員
会
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

山
村
留
学

に
つ
い
て
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
東
小
学
校
の
利
活
用
も
含

め
て
検
討
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

清流川辺川を将来に残していけ
るよう努力してもらいたい
木下村長　同感である。国、県にもお願いしながら
　　　　　努めていく。
木下村長　同感である。国、県にもお願いしながら
　　　　　努めていく。

清流川辺川を将来に残していけ
るよう努力してもらいたい
木下村長　同感である。国・県にもお願いしながら
　　　　　努めていく。

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

村政
を
問う
一般質問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

黒木 一秀 議員

土
肥
博
司
産
業
振
興
課
長

黒
木
光
重
建
設
課
長

高
田
孝
浩
保
健
福
祉
課
長

山
尾
浩
二
教
育
課
長

村
長

議
員

議
員

議
員
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平
場
造
成
に
つ
い
て

五
木
村
東
地
区
ま
ち
づ
く

り
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
協
議
会
で

は
、
最
大
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
平
場

の
造
成
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
先

日
行
わ
れ
た
行
政
座
談
会
で
は
、

住
民
か
ら
平
場
の
利
活
用
に
つ
い

て
要
望
が
あ
っ
た
か
、
も
し
具
体

的
な
要
望
が
な
い
場
合
、
造
成
す

る
必
要
は
あ
る
の
か
。

座
談
会
で
は
平
場
の
面
積

に
つ
い
て
の
意
見
は
あ
っ
た
が
、

利
活
用
に
つ
い
て
の
要
望
は
な

か
っ
た
。
現
時
点
で
要
望
は
な
く

と
も
企
業
の
誘
致
や
住
宅
の
用
地

な
ど
の
今
後
の
利
活
用
も
踏
ま
え

平
場
の
造
成
を
行
っ
て
い
く
。

獣
害
対
策
に
つ
い
て

頭
地
の
住
宅
地
で
は
夜
に

な
る
と
鹿
が
現
れ
、
庭
の
植
え
込

み
や
菜
園
が
荒
ら
さ
れ
る
な
ど
の

被
害
が
出
て
い
る
。
銃
の
発
砲
が

制
限
さ
れ
る
住
宅
地
で
は
罠
の
設

置
し
か
駆
除
方
法
が
な
い
が
、
現

時
点
で
効
果
が
上
が
っ
て
い
な

い
。
猟
犬
で
の
追
い
込
み
は
追
わ

れ
た
鹿
が
住
宅
地
に
逃
げ
込
み
、

住
宅
の
破
損
や
人
に
危
害
を
及
ぼ

す
な
ど
被
害
が
拡
大
す
る
リ
ス
ク

が
あ
る
。
頭
地
に
限
ら
ず
村
内
の

各
地
で
起
こ
る
獣
害
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の

か
。

先
月
の
区

長
会
で
は
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

の
連
絡
先
を
周
知
し
た
。こ
れ
に

よ
り
免
許
を
持
た
な
い
住
民
が
駆

除
を
依
頼
す
る
連
絡
方
法
を
確
保

し
た
。現
状
で
は
、罠
の
設
置
が
唯

一
の
対
策
で
あ
る
。し
か
し
今
後

の
対
策
と
し
て
被
害
防
止
計
画
を

熊
本
県
に
提
出
し
て
お
り
、随
時

効
果
的
な
方
法
を
調
査
・
検
討
し

て
い
き
た
い
。

現
状
で
は
、即
効
的
な
対

策
は
難
し
い
よ
う
な
の
で
、こ
ち

ら
か
ら
も
続
け
て
調
査
し
、対
策

や
費
用
の
概
算
を
提
示
提
案
し
て

い
く
。

ダ
ム
対
策
課
の
名
称

に
つ
い
て

ダ
ム
対
策
課
の
業
務
と

し
て
地
域
振
興
や
統
計
な
ど
が
含

ま
れ
る
が
、現
状
の
名
称
だ
と
業

務
が
分
か
り
づ
ら
い
と
の
声
を
聞

く
。名
称
を
変
更
で
き
な
い
か
。

ダ
ム
事
業

が
一
区
切
り
つ
く
ま
で
は
変
更
す

る
予
定
は
な
い
。住
民
に
分
か
り

や
す
く
伝
え
る
手
段
は
検
討
す
る

が
、現
状
で
は
各
課
看
板
の
下
に

表
記
し
た
業
務
を
見
て
ご
確
認
い

た
だ
き
た
い
。

他
の
町
村
で
は
総
合
案
内

や
案
内
係
の
配
置
を
見
か
け
る
。

村
内
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
な
い

か
。

他
の
町
村
で
の
案
内
係

の
半
数
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
人
手
不

足
の
五
木
村
で
の
導
入
は
難
し
い

が
、
今
後
は
視
野
に
入
れ
て
検
討

し
て
い
く
。

青
年
団
に
つ
い
て

30
年
前
青
年
団
に
参
加
し

て
い
た
が
、
あ
の
時
の
活
動
が
今

で
も
た
め
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
今
の
五
木
で
は
若
者
の
交
流

の
場
が
少
な
い
。
若
年
層
の
活
性

化
の
た
め
に
も
青
年
団
の
復
活
や

場
の
提
供
が
で
き
な
い
か
。

自
身
も
過
去
に
同
じ
く

青
年
団
に
加
入
し
て
お
り
、
若
者

が
活
躍
す
る
場
の
提
供
に
賛
同
す

る
。
ま
ず
は
1
日
だ
け
で
も
若
者

を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

村政
を
問う
一般質問

平場造成について
木下村長　企業誘致や住宅の用地など今後の利活用
　　　　　を踏まえて造成する。

土
肥
博
司
産
業
振
興
課
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

村
長

村
長

議
員

園田 久 議員

村
長

竹
村
文
秀
総
務
課
長

罠にかかった鹿
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議会の動き（4月～9月）
 １日 教職員辞令交付式（岡本議長）
  いつき保育園入園式（岡本議長）
 ２日 定例議員全員協議会（全議員）
  広報委員会（全委員）
  ８日 五木中学校入学式（全議員）
  ９日 五木東小学校入学式（全議員）
 人吉高校五木分校入学式（全議員）
 広報委員会（全委員）
10日 定例郡議長会議（岡本議長）
13日 第8師団創隊記念式典（熊本市）（中村副議長）
14日 消防組合監査（川邉議員）
 川辺川ダム対策調査特別委員会（各委員）
 広報委員会（各委員）
22日 例月監査（田山監査委員）
23日 広報委員会（全委員）
24日 戦没者追悼式（岡本議長）

 ７日 定例議員全員協議会（全議員）
 13日 Jクレジット調印式（岡本議長）
 14日 定例郡議長会議（岡本議長）
15日 臨時全員協議会（全議員）
16日 球磨郡監査委員連絡協議会総会（田山監査委員）
17日 保小中高合同運動会(各議員)
19日 九水連総会（人吉市）（岡本議長）
 消防組合臨時会（川邉議員）
20日 九水連現地研修（岡本議長）
21日 広域行政組合議会運営委員会（田山・西村議員）
22日 例月監査（田山監査委員）
27日～ 28日　全国町村正副議長研修会および国会要望
   （東京）（岡本議長・中村副議長）
29日 国土交通省要望活動（東京）（全議員）
30日 県知事要望活動（熊本市）（全議員）

 ２日 防災会議(岡本議長)
 ３日 議会運営委員会（全委員）
  町村議会議長会臨時総会(熊本市)(岡本議長)
  ４日 定例全員協議会（全議員）
６日～８日　東日本ふるさと会(東京)（岡本議長）
10日～ 12日　第２回議会定例会（全議員）
20日 五木五家荘県立自然公園協議会総会（岡本議長）
23日 定例郡議長会（岡本議長）

 例月監査（田山監査委員）
24日 入鴨砂防堰堤現地視察（全議員）
26日 防犯協会評議員会（岡本議長）

 ６日 五木村議会議員選挙
 10日 川辺川ダム建設促進協議会・三期成会合同
  会議(岡本議長)
14日 定例郡議長会議（岡本議長）
22日 臨時全員協議会(全議員)
 正副委員長研修会（全議員）
23日 例月監査（田山監査委員）
 県道五木湯前線など期成会総会（岡本議長・川
 邉議員）
29日～ 9月4日　決算監査（監査委員）

 ４日 議員懇談会（全議員）
 ５日 第3回臨時会（全議員）
  臨時全員協議会（全議員）
  ８日 下球磨町村議会正副議長会総会（錦町）（早田議
 長・田山副議長）
12日 川辺川砂防促進協議会（早田議長）
18日 総務常任委員会（全委員）
20日 正副議長研修会（熊本市）（早田議長・田山副議長）
21日 例月監査（豊永監査委員）
25日 消防組合定例会（中村俊也議員）
27日 定例郡議長会議（早田議長）
 広域行政組合定例会（西村・園田議員）

 ３日 議会運営委員会（全委員）
  定例全員協議会（全議員）
 ５日 広域行政組合特別委員会（西村・園田議員）
10日～ 12日　第3回議会定例会（全議員）
12日 国県事業説明会（全議員）
14日 敬老式典（全議員）
22日 定例郡議長会議（早田議長）
 例月監査（豊永監査委員）
24日 川辺川ダム対策再建特別委員会（全委員）
 広報委員会(全委員)
29日～ 30日　行政組合視察研修（西村・園田議員）

4
月

5
月

7
月

8
月

9
月

6
月
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自
己
紹
介

　

わ
た
く
し
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
東
京
で
す
。

人
呼
ん
で
フ
ー
テ
ン
…
…
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
酒
好
き
の
気
楽
な
三
十
代
で
す
（
笑
）。

去
年
の
夏
に
移
住
し
、
夫
と
猫
と
楽
し
く
暮

ら
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
制
作
を
中
心
に
、

チ
ラ
シ
・
名
刺

な
ど
の
デ
ザ
イ

ン
や
、
画
像
の

加
工
・
動
画
編

集
を
し
て
い
ま

す
。
デ
ザ
イ
ン

の
こ
と
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

五
木
村
で
の
過
ご
し
方

　

猫
に
邪
魔
を
さ
れ
な
が
ら
、
自
宅
で
Ｐ
Ｃ

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
身
体
が
凝
る
の
で
、

休
憩
す
る
と
き
は
自
宅
周
辺
の
木
陰
を
散
歩

し
て
い
ま
す
。

　

休
日
の
夜
は
、
野
生
動
物
探
索
の
た
め
ド

ラ
イ
ブ
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
た
ぬ
き

が
好
き
な
の
で
す
が
、
い
ま
だ
出
会
え
て
い

な
い
の
が
悔
し
い
…
…
。

五
木
村
に
住
ん
で
み
て

　

浴
室
に
大
き
な
窓
が
あ
り
、
山
を
眺
め
な

が
ら
ゆ
っ
く
り
湯
に
つ
か
れ
る
の
が
お
気
に

入
り
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
狭
い
分
、
は
じ
め
て
お

会
い
す
る
方
で
も
、
名
乗
る
と
私
の
こ
と
を

す
で
に
知
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
自
己
紹

介
が
省
け
て
助
か
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。

村
や
議
会
に
の
ぞ
む
こ
と

【
夢
唄
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
対
応
コ

ピ
ー
機
の
設
置
】

　

い
ま
ま
で
、
住
民
票
な
ど
の
取
得
は
コ
ン

ビ
ニ
の
コ
ピ
ー
機
で
し
て
い
ま
し
た
。
社
会

人
は
平
日
の
来
庁
が
難
し
い
の
で
、
と
て
も

便
利
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
コ
ピ
ー
機
の
設
置

が
難
し
い
場
合
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
対
応
だ

け
で
も
導
入
を
希
望
い
た
し
ま
す
。
若
年
層

の
移
住
者
増
加
を
目
指
し
て
、
便
利
な
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
を
ご
検
討
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
道
の
駅
の
ゴ
ミ
箱
の
拡
充
】

　

景
色
が
美
し
い
五
木
村
で
す
が
、
道
端
に

ゴ
ミ
が
投
棄
し
て
あ
る
こ
と
が
目
に
つ
き
悲

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
行
為
な
ら
周

知
で
済
み
ま
す
が
、
投
棄
す
る
の
は
村
外
の

方
々
で
す
。
看
板
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
意

味
は
あ
り
ま
せ
ん
。高
速
道
路
の
Ｐ
Ａ
で
は
、

大
量
の
ゴ
ミ
箱
を
設
置
す
る
こ
と
で
全
体
の

景
観
・
衛
生
面
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
観
光

地
と
し
て
、

移
住
先
と
し

て
発
展
を
目

指
す
の
な
ら

ば
、
村
の
予

算
か
ら
景
観

維
持
費
と
し

て
計
上
し
、

人
が
少
な
い

今
の
段
階
で

環
境
を
整
備

す
る
の
は
い

か
が
で
し
ょ

う
か
。

【
議
会
の
み
な
さ
ま
へ
】

　

五
木
村
の
未
来
の
た
め
、
代
表
と
な
り
議

論
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
の
こ
と
を
強
く
尊
敬

し
、
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
寒
く
な

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

八や
ひ
ろ尋　

恵め
ぐ
みさ

ん （
下
谷
地
区
）

道の駅にゴミ箱を
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次
回
の
定
例
会
は
12
月
中
旬
の
予
定
で

す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
表紙題字：故 尾方　芳郎氏

五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

黒
木　

一
秀

　

副
委
員
長　

園
田　
　

久

　

委　
　

員　

中
村　

弘
信

　

委　
　

員　

豊
永　

勝
彦

秋
も
深
ま
り
早
い
も

の
で
、
今
年
も
も
う

残
り
２
ヶ
月
と
な
り
ま

し
た
。
村
民
の
皆
様
に

は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。

7
月
の
村
議
会
議
員
選
挙
に
お
け

る
改
選
に
よ
り
、
議
会
の
構
成
が
変

わ
り
、
今
回
か
ら
新
人
議
員
4
人
が

広
報
委
員
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り「
や

ま
め
」を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

議
員
と
な
っ
て
約
３
ヶ
月
、
ま
だ

ま
だ
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
皆
様
の
ご

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
少
し
で

も
よ
り
良
い「
議
会
だ
よ
り
」に
な
る

よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

黒
木　

一
秀

議員紹介

議長　早田　吉臣
議長に選出され村民の期待に応える責任の重要さ
を更に認識し身が引き締まる思いです。村民の声
を大切に議員の意見を尊重してまいりますのでご
指導ご鞭撻よろしくお願いいたします。

豊永　勝彦
未来の五木村に向けた、産業の振
興等をひとつずつ着実に前へ進め
るため、行政と共に取り組んでま
いります。

園田　久
五木村の主産業である農林業の
６次産業化に向け努力してまい
りますのでよろしくお願いしま
す。

中村　俊也
議会運営委員長として皆様の声に
寄り添った議会の充実、実りある
協議の実現を目指し尽力する所存
です。宜しくお願いします。

中村　弘信
五木村も少子高齢化の中、村民
の皆さんが安心安全で楽しい生
活ができる様に村民の声を村政
に活かしたいと思います。

西村　久徳
本村は下流域を災害から守るため、
計り知れない犠牲損失を受け、少
子高齢化が進み、厳しい時代です。
村の再建に向け、頑張る決意です。

黒木　一秀
村民のための議員活動に努め、
村民の皆様とともに安心して暮
らし続けられる村づくりに邁進
してまいります。

副議長　田山　淳士
新大通りトンネル開通の実現を目指して
頑張ります。「地域のために、あなたの
ために、有言実行」を信条として頑張り
ます。


